








 

§２．調査方法 

２－１ ボーリング調査 
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２－２ 標準貫入試験 
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§４． 調査結果      

ボーリング調査の結果は巻末の「ボーリング柱状図」として報告した。結果より調査地

の地盤構成、地盤特性について記す。 

 

＊ 埋土 （B） 

   表層に層厚 1.85～2.10m で分布する。 

   暗茶灰、暗黄茶灰の礫混じり粘土質砂により構成される。 

   N 値は 3～9を示す。 

 

＊ 砂質土 （Aｓ・Dｓ） 

   埋土の下位に礫質土・粘性土を介在しながら 0.45～8.95m の層厚で分布する。 

   暗灰、淡灰のシルト質砂・シルト混じり砂及び砂により構成される。 

   砂の粒径は微細砂～中粗砂で不規則に礫混じり砂を挟む。 

   含水は少位で 4m 付近より多い～中位となる。 

   N 値は 6～13～22～36 と“緩い”～“中位”～“密な”相対密度を示す。 

    

＊ 粘性土 （Dｃ） 

   No,4、5、6 孔で 0.75～1.60m の層厚で確認された。 

   青灰、暗灰の砂質シルト・砂混じりシルトにより構成される。 

   微細砂混入し所々砂優勢。含水はやや多い～中位～少位となる。 

   N 値は 3～5と“軟らかい”～“中位”な相対稠度を示す。 

 

＊ 礫質土 （Dｇ） 

   深度 10m 付近より 0.95～4.40m の層厚で分布する。 

   淡灰、緑灰、黄緑灰の砂礫により構成される。 

   φ2～30mm の角、亜角礫及び風化礫を主体とし所々φ50～300mm の玉石点在する。 

   礫間は細～中砂で含水は中位～やや多い。花崗岩片、片麻岩片混じる。 

   N 値は 35～60 の“密な”～“非常に密な”相対密度示す。 
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＊ 風化帯 （O″） 

   No,1、No,6 孔で確認された。 

   淡黄灰、淡緑灰を呈する花崗岩の強風化部で粘土質砂～粘土混り砂状を呈する。 

   稀に風化礫混じる。 

   N 値は 14～27～37 を示す。 

 

＊ 風化岩 （O′） 

   浅い所で GL－13.40m 深い所で GL－21.20m 以深で確認された。 

   花崗岩の中風化部で砂～礫混り砂状を呈する。 

   粒径は細中砂～粗砂で含水は湿った程度。 

   N 値は全て 60 以上を示す。 
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検討に当たっては「建築基礎構造設計指針」に基づき以下の計算式により行なう

（以下指針抜粋）。 

 

 

液状化の検討 



 



 



 

（１）検討条件 

 

検討にあたっては「建築基礎構造設計指針」に基づき、ボーリング調査、標準貫入

試験、細粒分含有率試験の結果を用いて計算を行なった。仮定した条件は以下の通り

である。 

地震のマグニチュードはＭ＝7.5、地表面における設計用水平加速度は、指針から

αｍax＝150gal、200gal、350gal とした。 

土の単位体積重量は後述する土質定数推定表からＮ値と土質を勘案して設定した。

また細粒分含有率は、試験を実施した深度については試験結果を用い、試験を実施し

ていない深度については近接した試験結果、または貫入試験試料の観察から推定した｡ 

 

 

・検討地点 ： №3 

・マグニチュード ： Ｍ ＝ 7.5 

・水平加速度 ： αｍax＝150gal、200gal、350gal 

・地下水位 ： ボーリングで確認された水位（ｍ） 

・単位体積重量 ： 土質定数推定表からＮ値を参考に設定 

・細粒分含有率 ： 土質試験結果または試料観察より設定 

 

 



 

各土質における土質定数推定表 

種  類 状        態 

単位体 

積重量 

(kN/m３) 

内   部 

摩擦角 

(度) 

粘着力 

(kN/m２) 

摘  要 

(統一分類)

盛 
 

 

土 

礫 お よ び 

礫 ま じ り 砂 
締固めたもの 20 40 0 (GW),(GP)

砂 締 固 め た も の
粒度の良いもの 20 35 0 

(SW),(SP)
粒度の悪いもの 19 30 0 

砂 質 土 締固めたもの 19 25 30 以下 (SM),(SC)

粘 性 土    〃 18 15 50 以下 
(ML),(CL)
(MH),(CH)

関 東 ロ ー ム    〃 14 20 10 以下 (VH) 

自 
 
 
 
 
 

然 
 
 
 
 

地 
 
 
 
 

盤 

礫 

密実なものまたは粒度の良いもの 20 40 0 
(GW),(GP)

密実でないものまたは粒度の悪いもの 18 35 0 

礫 ま じ り 砂 

密実なもの 21 40 0 
〃 

密実でないもの 19 35 0 

砂 

密実なものまたは粒度の良いもの 20 35 0 
(SW),(SP)

密実でないものまたは粒度の悪いもの 18 30 0 

砂 質 土 

密実なもの 19 30 30 以下 
(SM),(SC)

密実でないもの 17 25 0 

粘 性 土 

固いもの 

(指で強く押し多少へこむ) 
18 25 50 以下 

(ML),(CL)
やや軟いもの 

(指で中程度の力で貫入) 
17 20 30 以下 

軟いもの(指が容易に貫入) 16 15 15 以下 

粘 土 

お よ び 

シ ル ト 

固いもの 

(指で強く押し多少へこむ) 
17 20 50 以下 

(CH),(MH),
 

(ML) 

やや軟いもの 

(指で中程度の力で貫入) 
16 15 30 以下 

軟いもの(指が容易に貫入) 14 10 15 以下 

関 東 ロ ー ム  14 5(φU) 30 以下 (VH) 

 
（ａ）単位体積重量の値を決定する場合、 

(イ)砕石は、礫と同じ値とする。 
(ロ)トンネルずりや岩塊などは粒径や間隙により異なるので既往の実績や現場試験により決定する。 

（ｂ）粒度の悪い砂とは、粒度のそろった砂をいう。礫の場合も同様である。 
（ｃ）粘性土、粘土およびシルトの区分でＮ値の目安は、おおむね次のとおりである。 

固いもの(Ｎ=8～15)、やや軟いもの(Ｎ=4～8)、軟いもの(Ｎ=2～4) 
（ｄ）摘要に示す統一分類記号はおおよその目安である。 

（土と基礎 実用数式・図表の解説，地盤工学会） 

 

 



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.3

１. 地層データ

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

1.95 埋土 18.0 19.0 9.0
2.35 シルト質砂 19.0 20.0 10.0
7.90 砂 19.0 20.0 10.0
8.60 シルト混り砂 19.0 20.0 10.0

10.15 砂 19.0 20.0 10.0
12.50 砂礫 20.0 21.0 11.0
14.00 砂 19.0 20.0 10.0
14.95 砂礫 20.0 21.0 11.0
19.07 風化岩 20.0 21.0 11.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.3
２. 計算結果

設計用水平加速度 αｍａｘ = 150.0 （ｇａｌ）
地下水位(GL.) Ｈｗ =－ 3.65 （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

(%)

Ｉｐ Ｎａ

(回)

Ｒ Ｌ ＦＬ β�� γcy

1.30 6 23.4 23.4 5.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

2.30 10 41.8 41.8 3.1 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

3.30 15 60.8 60.8 3.1 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

4.30 15 80.4 73.9 3.1 0.0 17.27 0.188 0.101 1.852 1.000 0.000

5.30 16 100.4 83.9 3.1 0.0 17.29 0.188 0.110 1.714 1.000 0.000

6.30 14 120.4 93.9 3.1 0.0 14.30 0.160 0.116 1.383 1.000 0.000

7.30 15 140.4 103.9 3.1 0.0 14.57 0.162 0.120 1.352 1.000 0.000

8.30 12 160.4 113.9 14.8 0.0 18.09 0.198 0.123 1.615 1.000 0.000

9.30 18 180.4 123.9 4.8 0.0 16.01 0.174 0.125 1.397 1.000 0.000

10.30 49 200.5 134.1 5.0 0.0 41.90 8.666 0.126 68.860 1.000 0.000

11.22 60 219.8 144.1 5.0 0.0 49.48 27.200 0.126 215.542 1.000 0.000

12.27 60 241.9 155.7 5.0 0.0 47.60 20.805 0.126 164.964 1.000 0.000

13.30 22 262.8 166.3 11.3 0.0 23.15 0.330 0.126 2.619 1.000 0.000

14.28 60 282.5 176.3 5.0 0.0 44.74 13.571 0.125 108.298 1.000 0.000

15.22 60 302.4 186.7 5.0 0.0 43.47 11.151 0.124 89.666 1.000 0.000

16.22 60 323.3 197.6 5.0 0.0 42.25 9.180 0.123 74.536 1.000 0.000

17.08 60 341.4 207.1 5.0 0.0 41.27 7.824 0.122 64.144 1.000 0.000

18.06 60 362.0 217.9 5.0 0.0 40.24 6.591 0.121 54.694 1.000 0.000

19.06 60 383.0 228.9 5.0 0.0 39.26 5.585 0.119 46.986 1.000 0.000

地盤液状化指数 PL= 0.00 残留沈下量 S= 0.00 cm

σｖ ： 全応力
σｖ’ ： 有効応力
Ｎａ ： 補正Ｎ値
Ｒ ： 動的せん断強度比
Ｌ ： 地震時せん断強度比
ＦＬ ： 液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名： 愛知県営上和田住宅地盤調査 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.3 地盤標高： 0.51ｍ 地下水位：GL- 3.65ｍ
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Ｎ
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5
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Ｎ 値 ●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布 ○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 0.00

○

ＦＬ値による判定
Ｘ－液状化すると判定
○－液状化しないと判定

ＰＬ法による判定
Ｘ－ＰＬ＞１５ 液状化危険度が極めて高い
△－１５≧ＰＬ＞５ 液状化危険度が高い
○－ＰＬ≦５ 液状化危険度が低い

1.95 1.95 18.0 19.0 9.0
2.35 0.40 19.0 20.0 10.0

7.90 5.55 19.0 20.0 10.0
8.60 0.70 19.0 20.0 10.0

10.15 1.55 19.0 20.0 10.0

12.50 2.35 20.0 21.0 11.0

14.00 1.50 19.0 20.0 10.0

14.95 0.95 20.0 21.0 11.0

19.07 4.12 20.0 21.0 11.0

1.30 6 23.4 23.4 5.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

2.30 10 41.8 41.8 3.1 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

3.30 15 60.8 60.8 3.1 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

4.30 15 80.4 73.9 3.1 0.0 17.3 1.000.188 0.101 1.852 ○

5.30 16 100.4 83.9 3.1 0.0 17.3 1.000.188 0.110 1.714 ○

6.30 14 120.4 93.9 3.1 0.0 14.3 1.000.160 0.116 1.383 ○

7.30 15 140.4 103.9 3.1 0.0 14.6 1.000.162 0.120 1.352 ○

8.30 12 160.4 113.9 14.8 0.0 18.1 1.000.198 0.123 1.615 ○

9.30 18 180.4 123.9 4.8 0.0 16.0 1.000.174 0.125 1.397 ○

10.30 49 200.5 134.1 5.0 0.0 41.9 1.008.666 0.126 68.86 ○

11.22 60 219.8 144.1 5.0 0.0 49.5 1.0027.20 0.126 215.5 ○

12.27 60 241.9 155.7 5.0 0.0 47.6 1.0020.80 0.126 165.0 ○

13.30 22 262.8 166.3 11.3 0.0 23.2 1.000.330 0.126 2.619 ○

14.28 60 282.5 176.3 5.0 0.0 44.7 1.0013.57 0.125 108.3 ○

15.22 60 302.4 186.7 5.0 0.0 43.5 1.0011.15 0.124 89.67 ○

16.22 60 323.3 197.6 5.0 0.0 42.3 1.009.180 0.123 74.54 ○

17.08 60 341.4 207.1 5.0 0.0 41.3 1.007.824 0.122 64.14 ○

18.06 60 362.0 217.9 5.0 0.0 40.2 1.006.591 0.121 54.69 ○

19.06 60 383.0 228.9 5.0 0.0 39.3 1.005.585 0.119 46.99 ○

沈下量

0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.3
２. 計算結果

設計用水平加速度 αｍａｘ = 200.0 （ｇａｌ）
地下水位(GL.) Ｈｗ =－ 3.65 （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

(%)

Ｉｐ Ｎａ

(回)

Ｒ Ｌ ＦＬ β�� γcy

1.30 6 23.4 23.4 5.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

2.30 10 41.8 41.8 3.1 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

3.30 15 60.8 60.8 3.1 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

4.30 15 80.4 73.9 3.1 0.0 17.27 0.188 0.135 1.389 1.000 0.000

5.30 16 100.4 83.9 3.1 0.0 17.29 0.188 0.146 1.285 1.000 0.000

6.30 14 120.4 93.9 3.1 0.0 14.30 0.160 0.154 1.037 1.000 0.000

7.30 15 140.4 103.9 3.1 0.0 14.57 0.162 0.160 1.014 1.000 0.000

8.30 12 160.4 113.9 14.8 0.0 18.09 0.198 0.164 1.211 1.000 0.000

9.30 18 180.4 123.9 4.8 0.0 16.01 0.174 0.166 1.048 1.000 0.000

10.30 49 200.5 134.1 5.0 0.0 41.90 8.666 0.168 51.645 1.000 0.000

11.22 60 219.8 144.1 5.0 0.0 49.48 27.200 0.168 161.656 1.000 0.000

12.27 60 241.9 155.7 5.0 0.0 47.60 20.805 0.168 123.723 1.000 0.000

13.30 22 262.8 166.3 11.3 0.0 23.15 0.330 0.168 1.964 1.000 0.000

14.28 60 282.5 176.3 5.0 0.0 44.74 13.571 0.167 81.224 1.000 0.000

15.22 60 302.4 186.7 5.0 0.0 43.47 11.151 0.166 67.250 1.000 0.000

16.22 60 323.3 197.6 5.0 0.0 42.25 9.180 0.164 55.902 1.000 0.000

17.08 60 341.4 207.1 5.0 0.0 41.27 7.824 0.163 48.108 1.000 0.000

18.06 60 362.0 217.9 5.0 0.0 40.24 6.591 0.161 41.020 1.000 0.000

19.06 60 383.0 228.9 5.0 0.0 39.26 5.585 0.158 35.240 1.000 0.000

地盤液状化指数 PL= 0.00 残留沈下量 S= 0.00 cm

σｖ ： 全応力
σｖ’ ： 有効応力
Ｎａ ： 補正Ｎ値
Ｒ ： 動的せん断強度比
Ｌ ： 地震時せん断強度比
ＦＬ ： 液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名： 愛知県営上和田住宅地盤調査 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.3 地盤標高： 0.51ｍ 地下水位：GL- 3.65ｍ
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3
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3

γ’

(kN
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3
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算
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度
（ｍ）

Ｎ

値

σv

(kN
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σv’

(kN
/㎡)
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（％）
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数

補

正

Ｎ

値

低

減

率

β

5
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5
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Ｎ 値 ●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布 ○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 0.00

○

ＦＬ値による判定
Ｘ－液状化すると判定
○－液状化しないと判定

ＰＬ法による判定
Ｘ－ＰＬ＞１５ 液状化危険度が極めて高い
△－１５≧ＰＬ＞５ 液状化危険度が高い
○－ＰＬ≦５ 液状化危険度が低い

1.95 1.95 18.0 19.0 9.0
2.35 0.40 19.0 20.0 10.0

7.90 5.55 19.0 20.0 10.0
8.60 0.70 19.0 20.0 10.0

10.15 1.55 19.0 20.0 10.0

12.50 2.35 20.0 21.0 11.0

14.00 1.50 19.0 20.0 10.0

14.95 0.95 20.0 21.0 11.0

19.07 4.12 20.0 21.0 11.0

1.30 6 23.4 23.4 5.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

2.30 10 41.8 41.8 3.1 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

3.30 15 60.8 60.8 3.1 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

4.30 15 80.4 73.9 3.1 0.0 17.3 1.000.188 0.135 1.389 ○

5.30 16 100.4 83.9 3.1 0.0 17.3 1.000.188 0.146 1.285 ○

6.30 14 120.4 93.9 3.1 0.0 14.3 1.000.160 0.154 1.037 ○

7.30 15 140.4 103.9 3.1 0.0 14.6 1.000.162 0.160 1.014 ○

8.30 12 160.4 113.9 14.8 0.0 18.1 1.000.198 0.164 1.211 ○

9.30 18 180.4 123.9 4.8 0.0 16.0 1.000.174 0.166 1.048 ○

10.30 49 200.5 134.1 5.0 0.0 41.9 1.008.666 0.168 51.64 ○

11.22 60 219.8 144.1 5.0 0.0 49.5 1.0027.20 0.168 161.7 ○

12.27 60 241.9 155.7 5.0 0.0 47.6 1.0020.80 0.168 123.7 ○

13.30 22 262.8 166.3 11.3 0.0 23.2 1.000.330 0.168 1.964 ○

14.28 60 282.5 176.3 5.0 0.0 44.7 1.0013.57 0.167 81.22 ○

15.22 60 302.4 186.7 5.0 0.0 43.5 1.0011.15 0.166 67.25 ○

16.22 60 323.3 197.6 5.0 0.0 42.3 1.009.180 0.164 55.90 ○

17.08 60 341.4 207.1 5.0 0.0 41.3 1.007.824 0.163 48.11 ○

18.06 60 362.0 217.9 5.0 0.0 40.2 1.006.591 0.161 41.02 ○

19.06 60 383.0 228.9 5.0 0.0 39.3 1.005.585 0.158 35.24 ○

沈下量

0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.3
２. 計算結果

設計用水平加速度 αｍａｘ = 350.0 （ｇａｌ）
地下水位(GL.) Ｈｗ =－ 3.65 （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

(%)

Ｉｐ Ｎａ

(回)

Ｒ Ｌ ＦＬ β�� γcy

1.30 6 23.4 23.4 5.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

2.30 10 41.8 41.8 3.1 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

3.30 15 60.8 60.8 3.1 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

4.30 15 80.4 73.9 3.1 0.0 17.27 0.188 0.236 0.794 0.242 1.017

5.30 16 100.4 83.9 3.1 0.0 17.29 0.188 0.256 0.734 0.242 1.164

6.30 14 120.4 93.9 3.1 0.0 14.30 0.160 0.270 0.593 0.165 1.903

7.30 15 140.4 103.9 3.1 0.0 14.57 0.162 0.279 0.579 0.171 1.881

8.30 12 160.4 113.9 14.8 0.0 18.09 0.198 0.286 0.692 0.268 1.152

9.30 18 180.4 123.9 4.8 0.0 16.01 0.174 0.291 0.599 0.206 1.613

10.30 49 200.5 134.1 5.0 0.0 41.90 8.666 0.294 29.511 1.000 0.000

11.22 60 219.8 144.1 5.0 0.0 49.48 27.200 0.294 92.375 1.000 0.000

12.27 60 241.9 155.7 5.0 0.0 47.60 20.805 0.294 70.699 1.000 0.000

13.30 22 262.8 166.3 11.3 0.0 23.15 0.330 0.294 1.122 1.000 0.000

14.28 60 282.5 176.3 5.0 0.0 44.74 13.571 0.292 46.414 1.000 0.000

15.22 60 302.4 186.7 5.0 0.0 43.47 11.151 0.290 38.428 1.000 0.000

16.22 60 323.3 197.6 5.0 0.0 42.25 9.180 0.287 31.944 1.000 0.000

17.08 60 341.4 207.1 5.0 0.0 41.27 7.824 0.285 27.490 1.000 0.000

18.06 60 362.0 217.9 5.0 0.0 40.24 6.591 0.281 23.440 1.000 0.000

19.06 60 383.0 228.9 5.0 0.0 39.26 5.585 0.277 20.137 1.000 0.000

地盤液状化指数 PL= 14.13 残留沈下量 S= 9.61 cm

σｖ ： 全応力
σｖ’ ： 有効応力
Ｎａ ： 補正Ｎ値
Ｒ ： 動的せん断強度比
Ｌ ： 地震時せん断強度比
ＦＬ ： 液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名： 愛知県営上和田住宅地盤調査 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.3 地盤標高： 0.51ｍ 地下水位：GL- 3.65ｍ
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Ｎ 値 ●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布 ○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 14.13

△

ＦＬ値による判定
Ｘ－液状化すると判定
○－液状化しないと判定

ＰＬ法による判定
Ｘ－ＰＬ＞１５ 液状化危険度が極めて高い
△－１５≧ＰＬ＞５ 液状化危険度が高い
○－ＰＬ≦５ 液状化危険度が低い

1.95 1.95 18.0 19.0 9.0
2.35 0.40 19.0 20.0 10.0

7.90 5.55 19.0 20.0 10.0
8.60 0.70 19.0 20.0 10.0

10.15 1.55 19.0 20.0 10.0

12.50 2.35 20.0 21.0 11.0

14.00 1.50 19.0 20.0 10.0

14.95 0.95 20.0 21.0 11.0

19.07 4.12 20.0 21.0 11.0

1.30 6 23.4 23.4 5.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

2.30 10 41.8 41.8 3.1 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

3.30 15 60.8 60.8 3.1 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

4.30 15 80.4 73.9 3.1 0.0 17.3 0.240.188 0.236 0.794 Ｘ

5.30 16 100.4 83.9 3.1 0.0 17.3 0.240.188 0.256 0.734 Ｘ

6.30 14 120.4 93.9 3.1 0.0 14.3 0.170.160 0.270 0.593 Ｘ

7.30 15 140.4 103.9 3.1 0.0 14.6 0.170.162 0.279 0.579 Ｘ

8.30 12 160.4 113.9 14.8 0.0 18.1 0.270.198 0.286 0.692 Ｘ

9.30 18 180.4 123.9 4.8 0.0 16.0 0.210.174 0.291 0.599 Ｘ

10.30 49 200.5 134.1 5.0 0.0 41.9 1.008.666 0.294 29.51 ○

11.22 60 219.8 144.1 5.0 0.0 49.5 1.0027.20 0.294 92.38 ○

12.27 60 241.9 155.7 5.0 0.0 47.6 1.0020.80 0.294 70.70 ○

13.30 22 262.8 166.3 11.3 0.0 23.2 1.000.330 0.294 1.122 ○

14.28 60 282.5 176.3 5.0 0.0 44.7 1.0013.57 0.292 46.41 ○

15.22 60 302.4 186.7 5.0 0.0 43.5 1.0011.15 0.290 38.43 ○

16.22 60 323.3 197.6 5.0 0.0 42.3 1.009.180 0.287 31.94 ○

17.08 60 341.4 207.1 5.0 0.0 41.3 1.007.824 0.285 27.49 ○

18.06 60 362.0 217.9 5.0 0.0 40.2 1.006.591 0.281 23.44 ○

19.06 60 383.0 228.9 5.0 0.0 39.3 1.005.585 0.277 20.14 ○

沈下量

9.61 cm



 

（２）検討結果 

 

液状化検討の結果を以下に示す。この結果、水平加速度を 150gal、200gal とした

場合には、調査地に分布する地盤はいずれも液状化安全率 ＦＬが 1.0 を上回ると算

出され、液状化発生の可能性は低いものと判断される。 

一方、水平加速度を 350gal とした場合には、深度 4.3～9.3ｍ間で液状化安全率 

ＦＬが 0.579～0.794 と 1.0 を下回っており、液状化発生の可能性があるものと判断さ

れるため、設計時、特に基礎工の検討の際には液状化層の取り扱いについて十分配慮

されたい。 

 







 

（１）検討条件 

 

検討にあたっては「建築基礎構造設計指針」に基づき、ボーリング調査、標準貫入

試験、細粒分含有率試験の結果を用いて計算を行なった。仮定した条件は以下の通り

である。 

地震のマグニチュードはＭ＝7.5、地表面における設計用水平加速度は、指針から

αｍax＝150gal、200gal、350gal とした。 

土の単位体積重量は後述する土質定数推定表からＮ値と土質を勘案して設定した。

また細粒分含有率は、試験を実施した深度については試験結果を用い、試験を実施し

ていない深度については近接した試験結果、または貫入試験試料の観察から推定した｡ 

 

 

・検討地点 ： №4 

・マグニチュード ： Ｍ ＝ 7.5 

・水平加速度 ： αｍax＝150gal、200gal、350gal 

・地下水位 ： ボーリングで確認された水位（ｍ） 

・単位体積重量 ： 土質定数推定表からＮ値を参考に設定 

・細粒分含有率 ： 土質試験結果または試料観察より設定 

 

 



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.4

１. 地層データ

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

2.10 埋土 18.0 19.0 9.0
7.50 砂 19.0 20.0 10.0
8.10 シルト質砂 19.0 20.0 10.0
9.90 砂 19.0 20.0 10.0

10.75 砂質シルト 16.0 17.0 7.0
12.25 砂礫 20.0 21.0 11.0
13.15 砂質シルト 16.0 17.0 7.0
14.15 シルト質砂 18.0 19.0 9.0
14.95 砂 20.0 21.0 11.0
16.40 砂礫 20.0 21.0 11.0
20.03 風化岩 20.0 21.0 11.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.4
２. 計算結果

設計用水平加速度 αｍａｘ = 150.0 （ｇａｌ）
地下水位(GL.) Ｈｗ =－ 3.55 （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

(%)

Ｉｐ Ｎａ

(回)

Ｒ Ｌ ＦＬ β�� γcy

1.30 9 23.4 23.4 5.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

2.30 14 41.6 41.6 3.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

3.30 21 60.6 60.6 3.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

4.30 15 80.4 72.9 3.0 0.0 17.40 0.189 0.103 1.842 1.000 0.000

5.30 16 100.4 82.8 3.0 0.0 17.40 0.189 0.111 1.705 1.000 0.000

6.30 18 120.4 92.8 3.9 0.0 18.49 0.204 0.117 1.746 1.000 0.000

7.30 14 140.4 102.8 3.9 0.0 13.67 0.155 0.121 1.282 1.000 0.000

8.30 15 160.4 112.9 3.9 0.0 13.98 0.157 0.124 1.271 1.000 0.000

9.30 18 180.4 122.8 3.9 0.0 16.08 0.175 0.126 1.391 1.000 0.000

10.30 3 199.2 131.7 55.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

11.30 60 218.4 140.8 5.0 0.0 50.05 29.449 0.128 229.907 1.000 0.000

12.30 22 239.2 151.6 55.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

13.30 6 256.5 158.9 27.9 0.0 13.50 0.154 0.128 1.197 1.000 0.000

14.30 36 275.8 168.3 16.4 0.0 34.76 2.513 0.128 19.619 1.000 0.000

15.01 60 290.7 176.1 5.0 0.0 44.76 13.628 0.127 107.083 1.000 0.000

16.02 60 311.8 187.1 5.0 0.0 43.42 11.061 0.126 87.822 1.000 0.000

17.06 60 333.7 198.6 5.0 0.0 42.15 9.025 0.124 72.552 1.000 0.000

18.07 60 354.8 209.7 5.0 0.0 41.02 7.508 0.123 61.172 1.000 0.000

19.02 60 374.9 220.2 5.0 0.0 40.03 6.366 0.121 52.580 1.000 0.000

地盤液状化指数 PL= 0.00 残留沈下量 S= 0.00 cm

σｖ ： 全応力
σｖ’ ： 有効応力
Ｎａ ： 補正Ｎ値
Ｒ ： 動的せん断強度比
Ｌ ： 地震時せん断強度比
ＦＬ ： 液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名： 愛知県営上和田住宅地盤調査 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.4 地盤標高： 0.57ｍ 地下水位：GL- 3.55ｍ
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ＦＬの深度分布 ○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 0.00

○

ＦＬ値による判定
Ｘ－液状化すると判定
○－液状化しないと判定

ＰＬ法による判定
Ｘ－ＰＬ＞１５ 液状化危険度が極めて高い
△－１５≧ＰＬ＞５ 液状化危険度が高い
○－ＰＬ≦５ 液状化危険度が低い

2.10 2.10 18.0 19.0 9.0

7.50 5.40 19.0 20.0 10.0
8.10 0.60 19.0 20.0 10.0

9.90 1.80 19.0 20.0 10.0

10.75 0.85 16.0 17.0 7.0

12.25 1.50 20.0 21.0 11.0

13.15 0.90 16.0 17.0 7.0

14.15 1.00 18.0 19.0 9.0

14.95 0.80 20.0 21.0 11.0

16.40 1.45 20.0 21.0 11.0

20.03 3.63 20.0 21.0 11.0

1.30 9 23.4 23.4 5.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

2.30 14 41.6 41.6 3.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

3.30 21 60.6 60.6 3.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

4.30 15 80.4 72.9 3.0 0.0 17.4 1.000.189 0.103 1.842 ○

5.30 16 100.4 82.8 3.0 0.0 17.4 1.000.189 0.111 1.705 ○

6.30 18 120.4 92.8 3.9 0.0 18.5 1.000.204 0.117 1.746 ○

7.30 14 140.4 102.8 3.9 0.0 13.7 1.000.155 0.121 1.282 ○

8.30 15 160.4 112.9 3.9 0.0 14.0 1.000.157 0.124 1.271 ○

9.30 18 180.4 122.8 3.9 0.0 16.1 1.000.175 0.126 1.391 ○

10.30 3 199.2 131.7 55.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

11.30 60 218.4 140.8 5.0 0.0 50.0 1.0029.45 0.128 229.9 ○

12.30 22 239.2 151.6 55.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

13.30 6 256.5 158.9 27.9 0.0 13.5 1.000.154 0.128 1.197 ○

14.30 36 275.8 168.3 16.4 0.0 34.8 1.002.513 0.128 19.62 ○
15.01 60 290.7 176.1 5.0 0.0 44.8 1.0013.63 0.127 107.1 ○

16.02 60 311.8 187.1 5.0 0.0 43.4 1.0011.06 0.126 87.82 ○

17.06 60 333.7 198.6 5.0 0.0 42.1 1.009.025 0.124 72.55 ○

18.07 60 354.8 209.7 5.0 0.0 41.0 1.007.508 0.123 61.17 ○

19.02 60 374.9 220.2 5.0 0.0 40.0 1.006.366 0.121 52.58 ○

20.02 60 395.8 231.1 5.0 0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.4
２. 計算結果

設計用水平加速度 αｍａｘ = 200.0 （ｇａｌ）
地下水位(GL.) Ｈｗ =－ 3.55 （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

(%)

Ｉｐ Ｎａ

(回)

Ｒ Ｌ ＦＬ β�� γcy

1.30 9 23.4 23.4 5.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

2.30 14 41.6 41.6 3.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

3.30 21 60.6 60.6 3.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

4.30 15 80.4 72.9 3.0 0.0 17.40 0.189 0.137 1.381 1.000 0.000

5.30 16 100.4 82.8 3.0 0.0 17.40 0.189 0.148 1.279 1.000 0.000

6.30 18 120.4 92.8 3.9 0.0 18.49 0.204 0.156 1.310 1.000 0.000

7.30 14 140.4 102.8 3.9 0.0 13.67 0.155 0.161 0.962 0.152 0.753

8.30 15 160.4 112.9 3.9 0.0 13.98 0.157 0.165 0.953 0.158 0.758

9.30 18 180.4 122.8 3.9 0.0 16.08 0.175 0.168 1.043 1.000 0.000

10.30 3 199.2 131.7 55.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

11.30 60 218.4 140.8 5.0 0.0 50.05 29.449 0.171 172.431 1.000 0.000

12.30 22 239.2 151.6 55.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

13.30 6 256.5 158.9 27.9 0.0 13.50 0.154 0.171 0.898 0.336 1.105

14.30 36 275.8 168.3 16.4 0.0 34.76 2.513 0.171 14.714 1.000 0.000

15.01 60 290.7 176.1 5.0 0.0 44.76 13.628 0.170 80.312 1.000 0.000

16.02 60 311.8 187.1 5.0 0.0 43.42 11.061 0.168 65.866 1.000 0.000

17.06 60 333.7 198.6 5.0 0.0 42.15 9.025 0.166 54.414 1.000 0.000

18.07 60 354.8 209.7 5.0 0.0 41.02 7.508 0.164 45.879 1.000 0.000

19.02 60 374.9 220.2 5.0 0.0 40.03 6.366 0.161 39.435 1.000 0.000

地盤液状化指数 PL= 0.86 残留沈下量 S= 2.62 cm

σｖ ： 全応力
σｖ’ ： 有効応力
Ｎａ ： 補正Ｎ値
Ｒ ： 動的せん断強度比
Ｌ ： 地震時せん断強度比
ＦＬ ： 液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名： 愛知県営上和田住宅地盤調査 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.4 地盤標高： 0.57ｍ 地下水位：GL- 3.55ｍ
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0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 0.86

○

ＦＬ値による判定
Ｘ－液状化すると判定
○－液状化しないと判定

ＰＬ法による判定
Ｘ－ＰＬ＞１５ 液状化危険度が極めて高い
△－１５≧ＰＬ＞５ 液状化危険度が高い
○－ＰＬ≦５ 液状化危険度が低い

2.10 2.10 18.0 19.0 9.0

7.50 5.40 19.0 20.0 10.0
8.10 0.60 19.0 20.0 10.0

9.90 1.80 19.0 20.0 10.0

10.75 0.85 16.0 17.0 7.0

12.25 1.50 20.0 21.0 11.0

13.15 0.90 16.0 17.0 7.0

14.15 1.00 18.0 19.0 9.0

14.95 0.80 20.0 21.0 11.0

16.40 1.45 20.0 21.0 11.0

20.03 3.63 20.0 21.0 11.0

1.30 9 23.4 23.4 5.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

2.30 14 41.6 41.6 3.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

3.30 21 60.6 60.6 3.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

4.30 15 80.4 72.9 3.0 0.0 17.4 1.000.189 0.137 1.381 ○

5.30 16 100.4 82.8 3.0 0.0 17.4 1.000.189 0.148 1.279 ○

6.30 18 120.4 92.8 3.9 0.0 18.5 1.000.204 0.156 1.310 ○

7.30 14 140.4 102.8 3.9 0.0 13.7 0.150.155 0.161 0.962 Ｘ

8.30 15 160.4 112.9 3.9 0.0 14.0 0.160.157 0.165 0.953 Ｘ

9.30 18 180.4 122.8 3.9 0.0 16.1 1.000.175 0.168 1.043 ○

10.30 3 199.2 131.7 55.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

11.30 60 218.4 140.8 5.0 0.0 50.0 1.0029.45 0.171 172.4 ○

12.30 22 239.2 151.6 55.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

13.30 6 256.5 158.9 27.9 0.0 13.5 0.340.154 0.171 0.898 Ｘ

14.30 36 275.8 168.3 16.4 0.0 34.8 1.002.513 0.171 14.71 ○
15.01 60 290.7 176.1 5.0 0.0 44.8 1.0013.63 0.170 80.31 ○

16.02 60 311.8 187.1 5.0 0.0 43.4 1.0011.06 0.168 65.87 ○

17.06 60 333.7 198.6 5.0 0.0 42.1 1.009.025 0.166 54.41 ○

18.07 60 354.8 209.7 5.0 0.0 41.0 1.007.508 0.164 45.88 ○

19.02 60 374.9 220.2 5.0 0.0 40.0 1.006.366 0.161 39.44 ○

20.02 60 395.8 231.1 5.0 0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

2.62 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年）)

工 事 名 : 愛知県営上和田住宅地盤調査

ボーリングNo. : No.4
２. 計算結果

設計用水平加速度 αｍａｘ = 350.0 （ｇａｌ）
地下水位(GL.) Ｈｗ =－ 3.55 （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

(%)

Ｉｐ Ｎａ

(回)

Ｒ Ｌ ＦＬ β�� γcy

1.30 9 23.4 23.4 5.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

2.30 14 41.6 41.6 3.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

3.30 21 60.6 60.6 3.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

4.30 15 80.4 72.9 3.0 0.0 17.40 0.189 0.240 0.789 0.245 1.017

5.30 16 100.4 82.8 3.0 0.0 17.40 0.189 0.259 0.731 0.246 1.160

6.30 18 120.4 92.8 3.9 0.0 18.49 0.204 0.272 0.748 0.283 0.998

7.30 14 140.4 102.8 3.9 0.0 13.67 0.155 0.282 0.550 0.152 2.141

8.30 15 160.4 112.9 3.9 0.0 13.98 0.157 0.289 0.545 0.158 2.063

9.30 18 180.4 122.8 3.9 0.0 16.08 0.175 0.293 0.596 0.208 1.607

10.30 3 199.2 131.7 55.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

11.30 60 218.4 140.8 5.0 0.0 50.05 29.449 0.299 98.532 1.000 0.000

12.30 22 239.2 151.6 55.0 0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

13.30 6 256.5 158.9 27.9 0.0 13.50 0.154 0.300 0.513 0.336 2.278

14.30 36 275.8 168.3 16.4 0.0 34.76 2.513 0.299 8.408 1.000 0.000

15.01 60 290.7 176.1 5.0 0.0 44.76 13.628 0.297 45.893 1.000 0.000

16.02 60 311.8 187.1 5.0 0.0 43.42 11.061 0.294 37.638 1.000 0.000

17.06 60 333.7 198.6 5.0 0.0 42.15 9.025 0.290 31.094 1.000 0.000

18.07 60 354.8 209.7 5.0 0.0 41.02 7.508 0.286 26.217 1.000 0.000

19.02 60 374.9 220.2 5.0 0.0 40.03 6.366 0.282 22.534 1.000 0.000

地盤液状化指数 PL= 15.30 残留沈下量 S= 11.68 cm

σｖ ： 全応力
σｖ’ ： 有効応力
Ｎａ ： 補正Ｎ値
Ｒ ： 動的せん断強度比
Ｌ ： 地震時せん断強度比
ＦＬ ： 液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名： 愛知県営上和田住宅地盤調査 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.4 地盤標高： 0.57ｍ 地下水位：GL- 3.55ｍ
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率

β
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Ｎ 値 ●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布 ○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 15.30

Ｘ

ＦＬ値による判定
Ｘ－液状化すると判定
○－液状化しないと判定

ＰＬ法による判定
Ｘ－ＰＬ＞１５ 液状化危険度が極めて高い
△－１５≧ＰＬ＞５ 液状化危険度が高い
○－ＰＬ≦５ 液状化危険度が低い

2.10 2.10 18.0 19.0 9.0

7.50 5.40 19.0 20.0 10.0
8.10 0.60 19.0 20.0 10.0

9.90 1.80 19.0 20.0 10.0

10.75 0.85 16.0 17.0 7.0

12.25 1.50 20.0 21.0 11.0

13.15 0.90 16.0 17.0 7.0

14.15 1.00 18.0 19.0 9.0

14.95 0.80 20.0 21.0 11.0

16.40 1.45 20.0 21.0 11.0

20.03 3.63 20.0 21.0 11.0

1.30 9 23.4 23.4 5.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

2.30 14 41.6 41.6 3.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

3.30 21 60.6 60.6 3.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

4.30 15 80.4 72.9 3.0 0.0 17.4 0.250.189 0.240 0.789 Ｘ

5.30 16 100.4 82.8 3.0 0.0 17.4 0.250.189 0.259 0.731 Ｘ

6.30 18 120.4 92.8 3.9 0.0 18.5 0.280.204 0.272 0.748 Ｘ

7.30 14 140.4 102.8 3.9 0.0 13.7 0.150.155 0.282 0.550 Ｘ

8.30 15 160.4 112.9 3.9 0.0 14.0 0.160.157 0.289 0.545 Ｘ

9.30 18 180.4 122.8 3.9 0.0 16.1 0.210.175 0.293 0.596 Ｘ

10.30 3 199.2 131.7 55.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

11.30 60 218.4 140.8 5.0 0.0 50.0 1.0029.45 0.299 98.53 ○

12.30 22 239.2 151.6 55.0 0.0 ***** 1.00***** ***** ***** ○

13.30 6 256.5 158.9 27.9 0.0 13.5 0.340.154 0.300 0.513 Ｘ

14.30 36 275.8 168.3 16.4 0.0 34.8 1.002.513 0.299 8.408 ○
15.01 60 290.7 176.1 5.0 0.0 44.8 1.0013.63 0.297 45.89 ○

16.02 60 311.8 187.1 5.0 0.0 43.4 1.0011.06 0.294 37.64 ○

17.06 60 333.7 198.6 5.0 0.0 42.1 1.009.025 0.290 31.09 ○

18.07 60 354.8 209.7 5.0 0.0 41.0 1.007.508 0.286 26.22 ○

19.02 60 374.9 220.2 5.0 0.0 40.0 1.006.366 0.282 22.53 ○

20.02 60 395.8 231.1 5.0 0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

11.68 cm



 

（２）検討結果 

 

液状化検討の結果を以下に示す。この結果、水平加速度を 150gal とした場合には、

調査地に分布する地盤はいずれも液状化安全率 ＦＬが 1.0 を上回ると算出され、液

状化発生の可能性は低いものと判断される。 

次に水平加速度を 200gal とした場合には、深度 7.3ｍ、8.3ｍ、13.3ｍにおいて、

液状化安全率 ＦＬが 0.898～0.962 と 1.0 をやや下回り、軽微な液状化が生じるもの

と判断される。 

一方、水平加速度を 350gal とした場合には、深度 4.3～9.3ｍ間、及び 13.3ｍで液

状化安全率 ＦＬが 0.513～0.789 と 1.0 を下回っており、液状化発生の可能性がある

ものと判断されるため、設計時、特に基礎工の検討の際には液状化層の取り扱いにつ

いて十分配慮されたい。 
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